










〔はじめに〕 

 近年超音波断層法をはじめとする新生児出生前診断法の進歩により,多種類の奇形が高

率に出生前に診断され得るようになった。しかし産科施設を持たず,症例を種々の施設から

受けている当科では,必ずしも出生前診断を受けている症例の比率は高くない。 

 本報告では昭和 58年から 61 年 9 月までに当科で治療を行った新生児外科疾患での出生

前診断法施行の頻度,疾患,方法,診断名,予後などについて検討し,最近出生前に診断され

た横隔膜ヘルニアについて述べる事とする。 


